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岩
手
県
の
南
の
玄
関
口
、

一
関
か
ら
約
六
㎞
北
に
平

泉
町
が
あ
る
。

十
一
世
紀
末
、
奥
州
藤
原

氏
初
代
清
衡
は
江
刺
か
ら

水
陸
交
通
の
要
衝
地
で
あ

る
平
泉
に
本
拠
を
移
し
、
百

年
に
わ
た
り
、
東
北
地
方
全

域
に
強
い
影
響
力
を
持
っ

て
君
臨
し
た
。

清
衡
は
、
東
北
地
方
全
域

を
統
治
す
る
が
、
そ
の
中
心

に
中
尊
寺
を
造
営
し
、
晩
年

に
は
、
金
色
堂
（『
中
尊
寺

建
立
供
養
願
文
（
以
下
「
供

養
願
文
」）』
に
記
さ
れ
る

大
伽
藍
）を
建
立
す
る
。『
供

養
願
文
』
に
は
、
平
和
と
共

生
・
平
等
と
い
っ
た
精
神
、

み
ち
の
く
に
浄
土
を
実
現

し
よ
う
と
い
う
決
意
が
表

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
決
意
は

二
代
基
衡
、
三
代
秀
衡
に
も

受
け
継
が
れ
る
。

基
衡
は
毛
越
寺
を
造
営
す

る
。
庭
園
は
当
時
の
庭
造
り

の
作
法
に
則
っ
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。
東
に
隣
接
し
て

基
衡
の
妻
が
建
立
し
た
と

さ
れ
る
観
自
在
王
院
跡
が

あ
る
。

秀
衡
は
無
量
光
院
跡
を
造

営
す
る
。「
宇
治
平
等
院
を

模
す
」
と
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』

に
記
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
思

想
の
究
極
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

毛
越
寺
、
無
量
光
院
跡
、

観
自
在
王
院
跡
、
多
く
の
遺

構
・
遺
物
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、『
吾
妻
鏡
』
に

記
載
の
「
平
泉
館
」
の
可
能

性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
た

柳
之
御
所
遺
跡
を
造
営
す

る
際
に
目
印
と
な
っ
た
場

所
が
金
鶏
山
。
山
頂
部
に
は

経
塚
が
あ
り
、
平
泉
の
聖
な

る
山
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
。
柳
之
御
所
遺
跡
や
無
量

光
院
跡
か
ら
西
方
を
眺
め

る
と
、
金
鶏
山
山
頂
へ
の
落

日
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

藤
原
氏
も
こ
の
落
日
を
見

て
、
西
方
浄
土
を
思
い
描
い

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

中
尊
寺
・
毛
越
寺
・
観
自

在
王
院
跡
・
無
量
光
院
跡
・

金
鶏
山
は
、
浄
土
思
想
の
考

え
方
に
基
づ
い
て
造
ら
れ

た
多
様
な
寺
院
・
庭
園
が
一

群
と
し
て
良
く
残
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
評
価
に
よ

り
、
二
〇
一
一
年
に
「
平
泉

―
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す

建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的

遺
跡
群
―
」
と
し
て
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

二
〇
二
一
年
、
世
界
遺
産

「
平
泉
」
の
価
値
を
広
く
世

界
中
に
伝
え
、
後
世
へ
継
承

す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
柳
之
御
所
遺
跡
に

隣
接
し
た
場
所
に
平
泉
世

界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
が
開
館
し
た
。
世
界
遺

産
「
平
泉
」
及
び
関
係
す
る

遺
跡
を
巡
る
前
に
見
学
す

る
と
、
よ
り
深
く
理
解
い
た

だ
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

奥
州
藤
原
氏
が
思
い
描
い

た
理
想
世
界
を
現
世
に
表

現
し
た
「
平
泉
」
は
世
界
に

誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

善
行
表
彰
を
受
章
し
て

東
京
都
練
馬
区横

谷
　
恭
子

こ
の
度
は
、
令
和
四
年
度

秋
季
善
行
表
彰
を
賜
り
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。私

達
の
幼
い
頃
は
近
所
に

住
ん
で
い
た
顔
な
じ
み
の
大

人
達
が
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
に
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、
と
も
に
遊
ん
で
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
り
、
学
年
の
違

秋
季
表
彰

う
子
ど
も
達
が
自
然
と
集
ま

り
遊
ん
だ
も
の
で
楽
し
い
思

い
出
と
と
も
に
地
域
の
中
で

成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い

う
記
憶
が
沢
山
残
っ
て
い
ま

す
。現

在
、
子
育
て
の
中
の
若

夫
婦
も
お
茶
飲
み
を
楽
し
む

お
年
寄
り
の
姿
も
、
色
々
な

悩
み
を
抱
え
る
若
者
た
ち
の

相
談
相
手
も
、
様
々
な
方
々

が
人
と
繋
が
り
た
い
、
話
を

し
た
い
と
孤
立
し
悩
ん
で
い

る
こ
と
を
見
聞
き
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。　

人

の
繋
が
り
や
楽
し
く
交
流
す

る
こ
と
が
出
来
る
場
づ
く
り

を
し
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
、
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
明
る
く
助
け

合
い
や
支
え
合
い
の
生
れ
る

地
域
づ
く
り
を
地
域
の
皆
様

と
共
に
目
指
し
活
動
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
季
善
行
表
彰
を受章

し
て

静
岡
県
焼
津
市

　
焼
津
市
大
井
川
花
の
会

会
長
　
田
中
　
友
代

秋
季
善
行
表
彰
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
ど
も
の
花
の
会
は
昭

和
三
二
年
の
静
岡
国
体
の
開

催
を
契
機
に
、
県
内
外
か
ら

の
お
客
さ
ま
を
花

い
っ
ぱ
い
の
環
境

で
お
迎
え
し
よ
う

と｢

大
井
川
町
花

の
会｣

が
結
成
さ

れ
た
と
の
事
で
す
。

そ
の
後
、
市
町

合
併
に
と
も
な

い
、
会
の
名
前
も

「
焼
津
市
大
井
川

花
の
会
」
と
変
わ

秋
季
表
彰

り
、
二
千
十
七
年
四
月
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
、
現
在
に

い
た
っ
て
お
り
ま
す
。「
さ

が
そ
う
よ　

ま
ち
に
心
に
花

い
っ
ぱ
い
」
の
合
言
葉
も
あ

り
ま
す
。
地
域
の
花
壇
の
整

備
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
施

設
等
と
も
連
携
し
、
活
動
、

実
践
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
喜
ば

れ
る
よ
う
な
花
の
会
の
活
動

と
、
会
員
の
方
達
と
協
力
を

深
め
、
楽
し
い
花
の
会
と
し

て
進
ん
で
ゆ
け
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

善
行
表
彰
を
受
章
し
て

岡
山
県
高
梁
市

　
高
梁
地
区

更
生
保
護
女
性
会

こ
の
度
、
令
和
四
年
度
秋

季
善
行
表
彰
「
社
会
福
祉
」

と
い
う
分
野
で
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
高
梁
地
区
更
生
保

秋
季
表
彰

護
女
性
会
は
民
生
委
員
に
な

る
と
更
生
保
護
女
性
会
へ
と

勧
め
て
い
ま
す
。
先
輩
か
ら

引
継
ぎ
ま
す
。
養
護
施
設
は

高
梁
市
で
な
く
吉
備
中
央
町

に
あ
り
ま
す
。

近
く
に
あ
り
、
先
輩
か
ら

引
継
ぎ
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
年
に
一
度
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
一
人
一
人
に
ケ
ー
キ
を

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
手
渡
し
ま

す
。
皆
で
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム

を
し
て
一
時
を
楽
し
く
過
し

ま
す
。
ま
た
、
日
常
品
、
衣

類
等
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
清
掃
活
動
は
高
梁

市
中
央
公
園
に
留
岡
幸
助
の

碑
が
あ
り
、
近
く
の
美
観
地

区
で
桜
並
木
の
紺
屋
川
周
辺

を
み
ん
な
で
清
掃
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
継
続

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
岩
手
県
宮
古
支
部
）
藤
田

幸
治
、
志
賀
正
信
、
伊
藤

潤
（
仙
台
支
部
）
伊
藤
雄

一
、
大
内
洋
子
、
高
橋
清

子
、
大
沼
幸
子
、
鈴
木
啓

之
、
遠
藤
尚
武
、
岡
本
浩

行
、
尾
形
拓
、
尾
形
謙
（
山

形
県
支
部
）
石
澤
キ
ヨ
子
、

熊
谷
さ
よ
子
、
船
山
孝
子

（
栃
木
県
南
支
部
）
柳
田

和
子
、
熊
倉
拓
哉
（
前
橋

支
部
）
村
上
京
子
、
長
澤

み
ち
子
、
矢
島
純
子
（
群

馬
県
北
毛
支
部
）
朝
賀
佐

知
子
、
浅
川
道
代
、
飯
沼

章
、
岩
崎
芳
己
、
狩
野
美

穂
、
後
藤
肇
、
小
林
祥

子
、
佐
藤
晴
夫
、
須
田
祐

子
、
関
啓
一
郎
、
田
中
圭

一
郎
、
津
久
井
厚
、
角
田

晃
子
、
都
丸
美
佐
子
、
中

野
里
美
、
林
和
一
、
兵
藤

孝
、
深
津
た
つ
え
、
町
田

明
美
、
茂
木
恵
子
、
山
崎

守
（
千
葉
県
支
部
）
浅
野

勇
、
林
弘
（
台
東
区
支
部
）

政
木
喜
三
郎
（
狛
江
支
部
）

三
角
武
久
（
愛
知
県
豊
橋

支
部
）
市
川
郁
子
、
柴
田

勝
利
、
中
野
真
理
子
（
京

都
府
支
部
）
天
野
広
一
、

高
橋
晃
一
（
大
阪
府
吹
田

支
部
）
川
口
元
治
（
香
川

県
支
部
）
薮
内
一
光
、
香

川
勝
、
濱
田
正
人
、
西
村

治
夫
（
福
岡
県
福
岡
支
部
）

益
永
亮
（
福
岡
県
筑
後
支

部
）
高
橋
輝
代
、
野
中
勝

美
（
福
岡
県
北
九
州
支
部
）

松
尾
統
章
（
沖
縄
県
支
部
）

岸
本
直
也
、
野
原
良
子

（
令
和
４
年
９
月
～
令
和

４
年
12
月
末
日
迄
入
会
者
）

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

無量光院跡から望む金鶏山頂への落日
（撮影日 2022 年 8 月 29 日）

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢世界遺産「平泉」

岩 手 県 南 支 部

平泉世界遺産ガイダンスセンター外観


